
:みかん取りに精を出す
農家の主婦(今山)� 

'83 

11
月号

山はこがね色
さあ収穫の季節です

みかんには血管・歯・軟骨などを強くし，シミ・ソパカスを

抑えるビタミン� Cが多く含まれています。

最近では，このビタミン� Cに，がんになりにくくなる「抗が

ん効果」があるといわれ，薬のように飲んでいる人もいます。

別名を「アスコルビン酸」といいます。

ビタミン� Cが不足すると� r壊血病」になったり，傷や骨折

の治りを遅くしたり，カゼ・ストレスに対する抵抗力を弱めます。

ビタミン� Cは，体の中でつくられませんから，食品からとる

必要があります。 ミカンをたくさん食べて，抵抗力のある身体

をつくりましょう 。

町民のうごき

世帯数� 1，962戸・人口男� 3，945女� 4，030計� 7，975(昭和58年10月1日現在)� 

出生男6女7計13・死t男2女1計3・転入男3女1計4・転出男14女16計30(昭和58年� 9月中)

広報かつうら11月号=161・昭和58年11月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ� (08854)2 -2511 (代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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第� 161号 1;込 ペコ つ ら 昭和58年� 11月� l日 (2) 

議
会
だ
よ
り


昭
和
五
十
八
年
九
月
定
例
会
は
、

九
月
二
十
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
八

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
八
議

案
と
追
加
議
案
三
件
を
原
案
と
お
り

可
決
し
、
九
月
二
十
九
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。 

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

九
月
定
例
会
で
寸

一
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た義

雄
議
員 

押
栗

改
修
に
つ
い
て

V

V

0<>0009月定例議会く〉く)0<>0


一般会計

補正予算
原胃曹商冨


V

折
部
健
一
郎
議
員

勝
浦
町
の
産
業
の
安
定
と
発
展
①

新
内股
桃
の
推
進
体
制
に

つ
い
て 
O
み

か
ん
優
良
系
統
へ
の
改
柑
事
業
に
つ

者
と
の
問
題
点
に
つ
い
て

対
応
の
基
本
占
に
つ
い
て

若
木

肇
議
員 

晴
美
議
員 

中
西

坂
本
地
区
の
再
開
発
に
つ
い
て
①

町
長
の
決
算
に
対
す
る
賀
任
に
つ

V

過
疎
対
策
に
つ
い
て
②
バ
イ
パ
ス
に

い
て 

町
道
及
び
林
道
、
閣
内
道
等

V

つ
い
て 

敷
地
造
成
を
含
む
工
場
誘

と
の
負
担
調
態
に
つ
い
て 

地
域
改

O

V

い
て
②
大
紋
音
響
の
今
後
に
つ
い
て 

致
。
取
り
合
い
道
路
③
モ
デ
ル
事
業

普
対
策
特
別
指
置
法
に
関
連
す
る
問

み
か
ん
凍
筈
後
の
農
業
再
生
の
実

V

造
成
工
事
の
概
要
に
つ
い
て

業
の
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
つ
い
て 

福
祉
と
行
政
に
つ
い
て
①
ホ 

ム
l q

M

O

情
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て 

に
つ
い
て 
O
日
浦
山
内
谷
線
の
連
絡

題
に
つ
い
て

マ
勝
浦
町
の
財
政
の
現

迫 
O
遊
園
地
と
ゲ 

ト

ポ

ル

場

④

況
に
つ
い
て 

町
立
病
院

の
経
営
に

l

V

東
部
広
域
農
道
に
つ
い
て 

身
体
障

つ
い
て 

町
民
福
祉
と
国
民
健
康
保

V

V

害
者
の
純
聞
と
オ
ス
ト
メ 

卜
患
者

険
及
び
老
人
健
康
保
険
各
会
計
に
つ

l

に
つ
い
て

い
て 

婆
羅
尾
林
道
の
完
成
と
野
菜

V

V

河
野

団
地
の
造
成
に
伴
う
婆
羅
尾
谷
川
の

チ
ヅ
議
員 

改
修
及
び
神
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て

坂
本
小
学
校
児
童
数
に
つ
い
て
今

町
道
と
町
道
及
び
県
道
を
結
ぶ
連

V

後
の
対
策 
V
勝
浦
町
老
人
家
庭
奉
仕

絡
線
の
新
設
に
関
す
る
対
応
策
に
つ

手
数
料
に
つ

い
て

い
て 

勝
浦
町
の
商
工
振
興
対
策
に

V

井
出

幸
夫
議
員 

て つ
い
て 
V
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

州民
業

V

Vヘ
ル
パ
ー
の
増
員
に
つ
い
て
②
民
生

委
員
制
度
に
つ
い
て
③
老
人
対
策
に

改
良
普
及
所
の
統
合
問
題
に
対
す
る

取
り
組
み
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

V
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
そ
の
時

V

青
少
年
健
全
育
成
と
子
供
に
門
限

新
し
い
勝
浦
町

つ
い
て 

期
に
つ
い
て 

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活

O

O
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
に
つ

特
別
義
務
老
人
ホ
|
ム
に
つ

用
状
況
に
つ
い
て 

大
誠
音
響
吸
収、

V

い
て

い
て 

OV
県
道
、
二
級
河
川
の
援
備
に

つ
い
て
①
坂
本
、
沼
江
勝
浦
新
浜
線

に
つ
い
て
②
勝
浦
川
の
抜
本
的
改
修

③
坂
本
川
の
改
修
④
婆
羅
尾
谷
川
の

改
修
⑤
大
幹
線
農
道
の
見
通
し
に
つ

凍
結
の
対
応
策
は
ど
う
か 
V
坂
本
川
、

与
川
内
流
域
の
改
修
計
画
に
つ
い
て 

V
坂
本
バ
イ
パ
ス
の
用
地
交
渉
と
五

十
八
年
度
実
施
状
況
に
つ
い
て 

与
V

天準

行
政
改
革
に
つ
い
て

普
及
所
統
合
問
題
に
つ
い
て

V

川
内
か
ら
坂
本
に
至
る
バ
イ
パ
ス
の

勝
己
議
員 

V V

西� 
j賓

い
て 
V

V

路
線
認
定
の
時
期
に
つ
い
て 

老
人

富
治
議
員

節
約
と
選
択
の
時
代
に
問
、っ 

健
V

全
財
政
と
財
政
調
盤
基
金 

医
療
サ

V

災
資
金
の
償
還
問
題
に
つ
い
て 

用
河
川

(
今
山
谷
川
な
ど
)
の

二
級

山崩
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
下

河
川
昇
給
の
推
進
と
そ
の
見
通
し
に

排
水
対
策
、
そ
の
進
捗
状
況
と
問
題

V

つ
い
て 

子
供
の
歯
の
衛
生
指
導
と

点 

公
共
用
地
取
得
に
つ
い
て 

工

V

V

V

健
康
づ
く
り
対
策 

各
小
学
校
へ
の

場
誘
致
と
拡
大
に
つ
い
て 

新
談
会

V

V

幼
稚
図
併
殺
構
想
は
実
現
さ
れ
る
の

と
桜
木
町
長
、
そ
の
所
感
を
問
、
っ 
V

か 
V
町
の
行
財
政
の
現
状
と
今
後
の

町
財
政
の
行
方

こ
の
議
会
で

決
つ
だ
主
な
も
の

医
療
一
部
負
担
に
よ
る
病
院
の
経
営

に
つ
い
て 
V
大
規
模
農
道
六
十
年
着

工
に
向
け
て
の
対
応 

硬
直
化
し
た

V

ー
ビ

ス
と
病
院
運
営 

農
家
経
営
分

析
と
工
場
誘
致 

V

財
政
と
今
後
の
対
処
に

つ
い
て

栄
一
議
員 

V
活
性
化
と
用
地
担

幼
児
教
育
と
保
育
料 

設
V

当
参
事 
V

を
作
ろ
う
に
つ
い
て 
V
工
場
誘
致
と

備
環
境
と
青
少
年
非
行

V
行
政
効
率

と
議
員
定
数

岡

重
夫
議
員

障
害
者
に
職
場
を

と
営
股
指
導
と
改
良
普
及
所
に
つ
い

て 

幸
一
議
員 

V

町
長

の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て 

町

発
注
の
公
共
事
業
の
笑
態
に
つ
い
て 

-
一
般
会
計
補
正
予
算

億
六
千
四
百
三
十
七
万
三
千
円
に
な

昭
和
五
十
八
年
度
勝
浦
町

一
般
会

り
ま
し
た
。

O

V

町
内
に
お
け
る
失
業
者
状
況 

町

み
か
ん
産
業
の
状
況
に
つ
い
て

岩
屋
谷
川
の

理
事
者
と
機
会
談
只
の
分
野
と
関
連

計
補
正
予
算
は
、
二
億
二
百
八
十
五

-
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

万
二
千
円
を
追
加
し
、
総
額
二
十
三

補
正
予
算

町
理
事
者
と
町
内
務
業

工
場
誘
致
に
つ
い
て 
V

に
つ
い
て 岡

本

岡
本口

11) 


MUS04
スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
9月定例議会一般会計補正予算23億6437万円に議会だより

MUS04
テキストボックス
この議会で決った主なもの
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老
人
等
家
庭
奉
仕
手
数
料


に
あ
る
者
。

ニ
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

費
用
負
担
基
準

昭
和
五
十
八
年
度
勝
浦
町
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計
補
正
予
算

は、

二
千
四
百
万
九
千
円
を
追
加
し

総
額
四
億
二
千
九
百
四
十
二
万
八
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

-
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

昭
和
五
十
八
年
度
勝
浦
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
二
百
五

十
二
万

一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
四

億
二
千
九
百
四
十
二
万
八
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

-
監
査
委
員
と
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
よ
る
、
監
査
委
貝
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
貝
の

選
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

。
監
査
委
員

若

木

路

氏

(

坂

本

)

。
悶
定
資
産
評
価
審
査
委
貝
会
委
員

花

房

俄

八

氏

(
生
名
)

円円

空
さ
巣
ね
ら
い
は

O O

老
人
、

身
体
障
害
者
や
心
身
障
害

児
へ
の
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
で
所

得
税
の
か
か

っ
て

い
る
世
情
に
も
家

庭
奉
仕
貝
が
訪
問
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

派

遣

対

象 

①	

老
人
と
は
、
老
袋
、
心
身
の
降

害
及
び
傷
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り

ね
た
き
り
な
ど
日
常
生
活
を
営
む

の
に
支
障
が
あ
る
六
十
五
段
以
上

の
者
で
家
庭
に
お
い
て
家
族
が
介

護
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
老
人
。

-t究3之.A____園 -:r4刀之・・・・・

今年は� 

11月20日開催� 

②

身
体
障
害
者
と
は
、
延
度
の
身

体
上
の
隊
出
ヱ
官
等
の
た
め
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
で
.

そ
の
家
族 

当
該
身
体
障
害
者
の

J

介
護
を
行
、
え
な
い
よ
う
な
状
況
に

あ
る
者
。 

③	

心
身
障
害
者
と
は
重
度
の
心
身

障
害
の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の

に
著
し
く
支
障
が
あ
る
心
身
障
害

児 

(十
八
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

及
び
重
症
心
身
障
害
を
含
む
)
の

属
す
る
家
庭
で
当
該
心
身
障
害
の

介
護
を
行
う
こ
と
が
図
雛
な
状
況

毎
年
一
月
十
五
日
に
行
っ
て
い
ま
し

し
た
園
芸
然
を
今
年
は
十
一
月
二
十

日
の
日
限
日
に
開
催
し
ま
す
。

例
年
、
地
元
の
皆
様
に
は
大
変
な

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
来
る
十
一
月
二
十
日
の
図

芸
祭
に
も
多
数
の
お
越
し
を
お
待
ち

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
議
世
情

一
時
間
当
た
り 

生
計
中
心
者
が
前
年
所
得
税
非
課
税

世
帯

一
時
間
当
た
り

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
制
部
税
年

額
三
万
円
未
満
世
情

一
時
間
当
た
り

二
百
九
十
円

生
計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
課
税
年

額
三
万
円
以
上
世
帯

一
時
間
当
た
り
五
百
八
十
円

く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉
協
議

会
ま
た
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
淡
産
物
品
評
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
お
作

り
の
燦
産
物
を
本
校
生
徒
を
通
じ
、

多
数
ご
出
口
問
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ス
キ
ね
ら
い

空
き
巣
ね
ら
い

・

ま
ず
あ
き
ら
め
て
く
れ
ま
す
。
農
繁

忍
び
込
み
・
出
庖
荒

期
を
迎
、
ぇ
家
を
あ
け
る
こ
と
も
多
い

し
な
ど
の
侵
入
資
は
、

時
期
か
と
思
い
ま
す
が
、
ド
ロ
ポ
ウ

ド
ロ
ポ
ウ
の
中
で
も

に
ス
キ
を
見
せ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

最
も
た
ち
の
悪
い
も

け
ま
し
ょ
う
。

(

小
松
島
箸
察
署 
) 

の
で
、
盗
み
に
入
っ

て
人
に
発
見
さ
れ
る

と
、
強
資
に
居
直
る

場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

被
害
に
あ
う
の
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が

「
無
施
錠
」
の
家
で

す
。
「
カ
ギ
か
け
」

や
「
戸
締
ま
り
」
を

し
っ
か
り
し
て
お
け

ば
、
ド
ロ
ポ
ウ
は
、

カギかけは家族みん怠の合言葉


徳
島
県
立
勝
浦
悶
芸
高
校

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
園芸祭今年は11月20日開催

MUS04
テキストボックス
カギかけは家族みんなの合言葉
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み
ん
な
て
施
設
利
用
を

勝
浦
町
農
協
婦
人
部

呑

口

久

子

農
村
婦
人
の
家
が
、
広
報
か

っ、
 

7

ら
に
紹
介
さ
れ
て
早
く
も
六
回
目
に

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
よ
く
ご
存

じ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設
は
炭

山
漁
村
の
婦
人
が
生
活
改
普
に
つ
い

て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め

に
行
う
共
同
学
習
、

州民
産
加
工
、
健

康
増
進
な
ど
多
目
的
な
活
動
の
用
に

供
す
る
共
同
利
用
の
場
で
す
。

手
づ
く
り
加
工
室
、
洗
溜
室
、
健

康
づ
く
り
室
、
生
活
研
修
室
、
風
呂
、

ラ
ウ
ン
ジ
談
話
室
な
ど
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
必
要
な
山
市
具
が
取
り
付
け

叱九、レ守己王一エ-

三 -~与て 必ず唐出守
z
ム

燥
地
を
改
良

(蝶
土
・
切
り

取
り 
)
し
農
地

と
し
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
も
、

町
の
股
業
委
員

会
に
届
け
出
替

を
提
出
し
て
く

だ
き
い

。

最
近
、
町
内

で
水
団
に
盛
土

を
し
、
畑
地
と

し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
か
た
が

ら
れ
、
年
間
を
通
じ
て
農
産
物
の
加

工
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
つ
く
り
、
健
康

精
進
め
場
と
し
て
幅
広
く
利
用
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
転
作
利
用
の
大
豆
も
だ
い

ぶ
ん
色
づ
い
て
き
て
、
み
そ
作
り

の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
自

分
の
手
で
自
分
た
ち
の
施
設
で
い
ろ

い
ろ
研
究
し
あ
い
な
が
ら
楽
し
い
み

そ
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

う
す
味
の
好
き
な
人
、
こ
い
昧
の
人

も
自
由
に
自
分
の
お
み
そ
が
で
き
ま

す
。
毎
日
み
そ
汁
を
食
べ
て
い
る
と

い
ま
す
。

こ
の
椛
土
や
切
り
取
り
を

し
て
、
燥
地
を
有
効
に
利
用
す
る
こ

と
は
結
構
で
す
が
、
周
辺
農
地
の
所

有
者
に
対
し
、
排
水
問
題
や
遊
水
問

題
な
ど
に
よ

っ
て
被
害
が
生
じ
て
い

ま
す
。

内
牌
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
問

題
を
防
止
す
る
た
め
に
改
良
行
為
者

に
対
し
、
届
け
出
制
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
農
地
を
改

良
さ
れ
る
人
は
必
ず
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い

。

届
け
出
用
紙
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
に
あ
り
ま
す
。

肖
ガ
ン
に
な
ら
な
い
と
い
つ
か
新
聞

紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
小
さ
い
容
慌
で
親
し
い
か
た
に

差
し
上
げ
て
も
大
変
喜
ば
れ
、
な
つ

11月1B*J 
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⑫日凶 自由臼

13日日) 沼 江

14日侶) 休館白

15日以) 坂 本

16日l桝 阪 本

17巴同 与川内

188~自 与川内

198:1) 自由日

20日日 領 瀬 �  

の日開 休館日

第

田
M

町
民
体
育
祭
の
ご
案
内

と

き

と
こ
ろ

十
一
月
三
日 

(
雨
天
の
場

合
は
六
日
に
順
延
)

午
前
九
時
開
会

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

今
回
も
健
康
マ
ラ
ソ
ン
を
三

六
♂
の
二
コ

|
ス
で
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
自

分
の
体
力
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん

で
完
走
の
菩
ぴ
を
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

(
総
務
課
課
長
補
佐

①
沼
江
保
育
所

内

務

員

三

好	

君
代(

新
規
採
用

①

勝

浦

病

院

係

長

光

井

雅

己

(総
務
課
企
画
担
当
係
長

退

職
八
木
早
紀
子

九
月
十
六
日
付

(総
務
課
主
事
補
)

-，"，，� 

1"tr) 

信
行
九
月
二
十
日
付

(住
民
福
祉
課
主
事
情
附 
) 

そ
れ
以
上
に
子
女
の
教
育
を
大
切
に

し
、
野
菜
の
自
家
生
産
を
計
り
、
保

存
食
な
ど
の
加
工
食
品
に
カ
を
入
れ
、

家
計
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
心
が
け

る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
今
後
と
も
浪
村
婦
人
の
家
の
有
効

利
用
で
豊
か
な
明
る
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
み
ん
な
で
手
を
携
え
て

活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

主

主

一
補

総

務

課

笹
山

芳
宏(

新
規
採
用
)

美

馬

利

己

(
勝
浦
会
館
館
長 
)

①
税
務
保
険
，課一

謀

長

補

佐

矯

ミ

ス

子

(
総
務
課
謀
長
補
佐
)

係

長

坂

田

紋

子(税
務
保
険
課
主
事
)

①
産

業

課

主

事

今

①

勝

浦

会

館

館

長

駒

律

川

和

人

(
総
務
課
企
画
担
当
主
事
)

か
し
い
味
、
お
ふ
く
ろ
の
味
、
と
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を

一
層
強
く
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
ミ
カ
ン
産
業
の

低
迷
の
と
き
、
股
外
収
入
を
求
め
る

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
が
、
婦
人
は

職
員
人
事
異
動

次
の
と
お
り
、
九
月

一
日
付
け
で

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

①
総

務

課

課

長

補

佐

入

固

定

(税
務
保
険
課
課
長
補
佐 
)

謀

長

補

佐

瀧

花

恒

子

企
画
但
当

(総
務
課
係
長 
)

係

長

図

消

一

治

(勝
浦
病
院
係
長 
)

輝
幸

農村婦人の家洗濯室利用日程表� 

J
-
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スタンプ
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スタンプ

MUS04
テキストボックス
農村婦人の家

MUS04
テキストボックス
農地を改良する場合必ず届出を
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家庭教育

シリーズ� 

⑫ 

祖
父
母
の
役
割
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最
近
の
家
庭
で

は
、
子
供
の
両
親

の
ほ
と
ん
ど
が
家

庭
外
へ
勧
め
に
出

て
い
ま
す
か
ら
、

祖
父
母
が
両
親
に

代
わ
っ
て
昼
間
の

孫
の
世
話
を
受
け

持
つ
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
若
い
女
教
師
は
、
子
供
を
見

る
と
そ
の
子
の
家
庭
に
祖
父
母
が
同

居
し
て
い
る
か
否
か
が
よ
く
わ
か
る

そ
う
で
す
。「
そ
れ
は
同
居
し
て
い
る

家
庭
の
子
に
は
落
ち
着
き
ゃ
豊
か
さ

が
感
じ
ら
れ
、
礼
儀
が
正
し
い
か
ら

だ
」
と
、
諮

っ
て
い
ま
す
。

孫
の
教
育
上
、
祖
父
母
と
し
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
の
か

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

圏

祖
父
母
は
親
の
代
役
で
あ
る

子
供
の
教
育
は
親
の
責
任
で
あ
る

か
ら
、
祖
父
母
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
親
の
代
役
と
し
て
、
両
親
の
教
育

方
針
に
従
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
子
供
の
両
親
と
の
話
し
合
い
を

よ
く
し
て
、
意
見
の
統
一
を
は
か
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

圃
や
さ
し
い
心
や
豊
か
な
心
を

「い

っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」
「
お
帰

り
な
さ
い

」
の
や
さ
し
い
言
葉
、
花

を
大
切
に
す
る
気
持
を
育
て
る
よ
う

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

圏
文
化
の
伝
承
を

祖
父
母
は
、
そ
の
経
験
に
よ

っ
て

得
た
生
活
の
技
術

・
知
恵
や
地
域
の

文
化
を
子
孫
に
伝
え
る
資
任
が
あ
り

ま
す
。
孫
と
の
話
し
合
い
や
物
語
り

を
通
じ
て
教
え
ま
し
ょ
う
。

園
子
供
に
両
親
の
良
さ
を

孫
に
対
し
て
、
両
親
の
良
さ
や
両

う
へ
心
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

画

ぐ
ち
ゃ
小
言
を
く
ど
く
ど
言
わ

な
い
で

年
を
と
る
と
、
ぐ
ち
ゃ
小
言
を
く

と
く
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
が

孫
は
こ
れ
を
い
ち
ば
ん
嫌
い
ま
す
。

あ
っ
さ
り
し
て
、
物
わ
か
り
の
よ
い

祖
父
母
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

ノ、「
。

税
が
働
く
意
義
な
ど
を
知
ら
せ
、
税

に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
は
ぐ
く
ん
で

や
り
ま
し
ょ
う
。

両
親
を
く
さ
し
て
、
祖
父
母
の
ほ

ムん 

遍な


場
取ゐ
ヨl
回

届
出
を


国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
都

市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は
一

ゲ日

以
上
(
勝
浦
町
は
こ
れ
に
該
当
し
ま

す 
)
の
土
地
に
つ
い
て
土
地
売
買
な

ど
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
当
事
者
は
市
町
村
を
経
由
し

て
県
知
事
に
届
け
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
届
出
後
六
週
間
以
内
は
契

約
を
締
結
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
六
週
間
の
制
限

に
違
反
し
て
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場

合
に
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
罰
則
が

謀
せ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
土

地
取
引
を
す
る
場
合
は
必
ら
ず
届
出

圏

甘
や
か
さ
な
い
で

孫
か
わ
い
き
の
あ
ま
り
、
甘
や
か

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
品目か

ら
「
お
ば
あ
さ
ん
子
は
三
文
安
」
と

のは 
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
舎
は
役
場

企
画
室
に
あ
り
ま
す
。 

8 5 4 2 
日� B 日日
(必仕)幽(村

m
日
岡

山
山
日
制

げ
日
対

手
芸
教
室

生
花
教
室

音
頭
教
室

着
付
教
室
、
勝
浦
同
和

問
題
研
究
会
定
例
会

踊
り
教
室

手
芸
教
室 

(
玉
ノ
木
、

五
+
回
公
会
堂
{
)

締
り
教
室 

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
き
も

持
ち
ま
し
ょ
う
。

圃

人
間
の
生
き
方
を

祖
父
母
は
、
長
い
間
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の

経
験
を
孫
に
話
し
て
や
り
、
人
閉
め

生
き
方
や
人
の
道
を
説
い
て
や
り
ま

し
ょ
、 
7
。

若
い
者
を
導
く
者
に
は
、
若
き
が

必
要
で
す
。
若
さ
が
あ
り
、
生
き
る

希
望
を
も
っ
て
前
に
向
っ
て
進
む
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

凶
日
出
音
頭
教
室

初
日
回
生
花
教
室
、
民
謡
教
室

2
日

ω
着
付
教
室

川品
目
附
踊
り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
開
講

し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

町
税
納
付
委
託

依
頼
書
の
更
新

に
つ
い
て

先
日
、
全
町
民
の
か
た
を
対
象
に

し
て
、
町
税
の
納
付
委
託
依
頼
蓄
を

各
地
区
の
納
税
貯
蓄
組
合
長
を
通
じ

て
更
新
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
こ
の
手
続
き
が
で
き
て
い
な
い

か
た
で
、
金
融
機
関
か
ら
町
税
の
引

き
落
し
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
至

急
納
税
組
合
長
ま
た
は
町
役
場
税
務

保
険
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

づ
く
り
に
よ
る
美
し
い
心
、
他
人
へ

の
思
い
や
り
な
ど
、
や
さ
し
い
心
、

美
し
い
心
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ

と
で
す
。

画
礼
儀
作
法
を

「
お
は
よ
う
」

「
す
み
ま
せ
ん
」

「
失
礼
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
、
敬
語
の
使
い
方
、

他
人
に
対
す
る
悼
惜
し
方
な
ど
の
礼
儀

作
法
を
し

っ
か
り
し
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

圏

物
や
お
金
の
大
切
さ
を

自
分
の
体
験
か
ら
物
や
お
金
の
大

切
さ
を
教
え
、
物
や
お
金
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
を
起
こ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
あ
ま
り
ケ
チ
ケ
チ
し
て
、

子
供
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
け
ち
ん
ぽ
う
だ
と
恩
わ
せ
な

い
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

圏

祖
先
に
感
謝
す
る
気
持
を

宗
教
的
な
行
事
に

一
緒
に
参
加
し

た
り
、
毎
日
仏
壇
を
礼
拝
し
た
り
、

祖
先
の
功
績
を
話
し
た
り
し
て
祖
先

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭教育シリーズ祖父母の役割

MUS04
テキストボックス
こんな場合は土地取引の届出を勝浦会館十一月行事
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と つら 別あなっ た

で
い
る 

君
は
、
勉
強
が
で
き
な
い

私
に
と

っ
て
同
和
問
題
と
は


こ
と
は
ダ
メ
な
こ
と
だ
と
思
い
こ
ん

で
い
る
の
で
す
。
今
ま
で
は 

君
が

ー
ま
ず
自
己
反
聞
の
ク
サ
ビ
を
/
ー

い
ま
し
た
。
自
分
と
同
じ
仲
間
が
、

い
や
自
分
よ
り
も
下
に
ち
が
い
な
い

者
が
い
て
、
ほ
っ
と
安
心
し
て
い
る

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、 

B

A

。
J
、つ

 

し基 てはめりい一つ土
て 本い、解えとつま壌
目白甘く;f1-i肖まこなりと

『嚇瑚j
本人こたにせろく 、な
国権とち取んにしいつ
懇のはのりし部て ろて今いの生 多 い あな気つ気気 ま偏まわ

ら
、
三
十
数
年
た
ち
ま
す
。
国
民
の

人
権
意
識
も
少
し
ず
つ
高
ま
り
を
見

に
と

っ
て
は
、
や
れ
ば
で
き
る
の
だ

と
い
う
自
信
の
も
と
に
、
ま
す
ま
す

は
り
き
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
と

よ
う
に
錯
覚
さ
れ
る
危
険
性
を
い
つ

せ
、
差
別
に
対
す
る
目
も
少
し
ず
つ

も
は
ら
ん
て
い
ま
す
。 

君
も
こ
の

君
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

B

A

わ
な
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
が
一
番
下
に
な
っ
て
し
ま
う
。

も
ち
ろ
ん
学
歴
偏
重
の
社
会
が
こ
の

仲
間
も
な
く
、
た
だ
自
分
だ
け
が
と

わ
な
を
仕
組
み
、
学
校
や
家
庭
で
そ

り
の
こ
さ
れ
て
し
ま
う
|
|
こ
れ
は

の
わ
な
が
ま
す
ま
す
大
き
く
さ
れ
て

ほ
ん
と
う
に
苦
し
い
思
い
な
の
で
す
。

き
た
現
実
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か

こ
の
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
も

な
い
の
で
す
が
、
も
し
仮
に
、 

君

の
が
何
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
考
、
え

B

が
、
学
力
の
、
し
か
も
、
論
理
的
な

ず
、
そ
の
苦
し
さ
が 

君
に
向
け
ら

A

思
考
や
知
識
の
記
憶
に
か
ぎ
っ
て
優

れ
て
い
き
ま
す
。

れ
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

そ
れ
で
は
、
し
ょ
せ
ん
人
間
と
い

の
だ
と
い
う
そ
の
一
部
分
に
と
ら
わ

う
も
の
は
、
他
の
人
の
幸
せ
を
喜
ん

れ
る
こ
と
な
く
、 

君
の
人
間
と
し

で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な

A

て
の
全
体
像
を
つ
か
み
と

っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

い
い
え
、
そ
ん
な

な
ら
、
結
果
は
変
わ
っ
て
き
た
に
速

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次

い
あ
り
ま
せ
ん
。
一

部
分
の
変
化
が
、

の
場
合
に
か
ぎ
っ
て
そ
れ
が
い
、
え
る

全
体
像
の
な
か
で
ど
ん
な
意
味
を
も

と
思
い
ま
す
。

っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
視
野
で
も

そ
れ
は
、 

君
が
自
分
も
向
上
し

っ
て
見
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と

よ
う
と
い
う
意
欲
を
も
ち
、
し
か
も

B

に
な
り
ま
す
。 

そ
の
向
上
の
方
法
を
知

っ
て

い
る
と

開
か
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
た

え
ず
人
機
感
覚
を
身
に
つ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
差
別
を

君
の
成
績
の
向
上
を
ね
た
ま
し

な
く
す
ど
こ
ろ
か
、
新
し
い
差
別
を

生
み
出
し
て
い
く
土
袋
は
、
残
念
な

君
で
あ

っ
た
の
で
す
。

が
ら
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

B
A

き、
 

君
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ

B

く
思
っ
た
の
は
は
か
な
ら
ず
、
こ
の

成
織
の
良
い
人
は
ほ
か
に
も
た
く

き
ん
い
ま
す
。
で
も
初
め
か
ら
八
十

ね
た
み
の
気
持
ち

A

B

今
度
は
、 

君
と 

君
と
、
二
人

の
テ
ス
ト
の
点
の
話
を
考
、
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
の
と
こ
ろ
、
そ
の
二
人
の
成
績

は
あ
ま
り
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

点
平
均
の
友
だ
ち
に
対
し
て
は
ね
た

み
の
気
持
ち
は
も
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
初
か
ら
、
そ
の
人
は
で
き
る
の
だ

と
決
め
て
い
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
自
分
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
い
や
、

あ
る
と
き
に
は
自
分
よ
り
悪
か

っ
た

と
思

っ
て
い
た
人
が
、
は

っ
き
り
と

自
分
よ
り
良
く
な
っ
た
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
と
き
、 

君
に
は
ね
た
み
の

B

平
均
三
十
点
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
を
少

B

し
上
下
す
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
の
で

す
。
で
も
、
そ
の
二
人
の
仲
は
よ
く
、

君
は
な
ぜ 
A
君
の
向
上
を
と
も

い
つ
も
い

っ
し
ょ
に
行
動
し
て
い
ま

し
た
。

意
識
が
生
じ
て
き
た
の
で
す
。

に
喜
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
の
か
、
そ

い
う
こ
つ
の
条
件
で
す
。

の
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
考
、
え
て
み
た

向
上
の
意
欲
が
な
い
場
合
は
、
相

い
と
思
い
ま
す
。

手
を
引
き
落
と
す
以
外
に
あ
り
ま
せ

人
は
い
ろ
ん
な
基
準
を
も
う
け
、

ん
。
意
欲
を
も
て
ば
、
と
も
に
自
分

人
聞
を
ラ
ン
ク
つ
け
し
よ
う
と
し
ま

も
進
ん
で
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。
た

す
。
人
間
の
人
格
全
体
に
ラ
ン
ク
を

だ
し
、
そ
の
場
合
、
方
法
が
わ
か
ら

つ
け
る
こ
と
な
ど
決
し
て
で
き
な
い

B

な
け
れ
ば
ど
う
に
も
や
り
ょ
う
が
あ

こ
と
な
の
で
す
が
、
ご
く
一
部
分
に

り
ま
せ
ん
。
し
た
い
け
れ
ど
で
き
な

し
か
す
ぎ
な
い
基
準
で
は
か

っ
た
こ

君
は
不
安
で
た
ま
ら
な
い
の
で

い
、
動
け
な
い
|
|
そ
う
な
れ
ば
、

よ
け
い
い
ら
だ
ち
を
感
じ
て
き
ま
す
。

B

B
君
の
心
の
底

と
こ
ろ
が
二
人
の
仰
が
あ
や
し
く

A

な
っ
て
き
た
の
は
、 

君
の
成
績
に

変
化
が
生
じ
て
き
て
か
ら
で
す
。
あ

A

る
き
っ
か
け
を
得
、 

君
は
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
を

も
っ
た
の
で
す
。
努
力
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
成
績
の
上
に
変

化
が
表
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。 

A
君

も
う
少
し
、 

君
の
心
の
な
か
を

B

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
」
の
ご
ろ
成
績
が
ち
ょ
っ
と
上
が

っ
た
け
ん
ど
も
と
も
と
は
く
よ
り
悪

か
っ
た
ん
じ
ゃ
。」

と
が
、
人
間
全
体
を
は
か

っ
た
か
の

す
。
学
歴
偏
重
の
わ
な
に
お
ち
こ
ん

法保で人組、落いいい日て差活こどるきいづたづづこい見なりわ
が|箪き権まま差くろるまは 別がつ�  4 こらふいりこかうて、 差にた
生をなをなた別努なので部を、¥、与とめりて、うなしい矛別はし
ま最い正い、の力差で残落支いつしめたをもあとかたま盾、、た
れ大のし姿部解を別すし差えろ日よなりし気るしつ現すが不きち
てめでく勢洛消重を 。て 思IJ 、い常うんしたづいなた実 。 う 合 ま の
か住す守か差はねー きをひろのカ;とて り か は か り に ず理ざま

、-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
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みんなでなくそう部落差別
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生
活
を
よ
く
す
る

意
欲
と
方
法
を

部
落
に
対
す
る
ね
た
み
意
識
も
こ

れ
と
よ
く
似
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

部
落
の
人
た
ち
は
、
む
か
し
か
ら

自
分
た
ち
よ
り
低
い
身
分
だ
と
決
め

つ
け
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

自
分
た
ち
よ
り
条
件
の
惑
い
の
は
当

然
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
恩

恵
を
受
け
、
家
が
建
ち
、
道
路
が
前
常

備
さ
れ
、
環
境
は
よ
く
な
り
、
く
ら

し
向
き
も
う
ん
と
変
わ

っ
て
き
た
と

リ
ー
ダ
ー
の
方
な
ど
か
ら
、
税
に

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
に
対

す
る
自
分
の
立
場
が
急
に
不
安
に
な

っ
て
き
ま
す
。

部
落
に
対
す
る
事
業
に
は
、
そ
こ

へ
到
る
長
い
苦
し
い
歴
史
と
、
そ
の

若
し
さ
か
ら
生
ま
れ
た
運
動
の
努
力

の
つ
み
重
ね
が
背
景
に
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
考
え
ず
、
た
だ
現
在
の

状
況
を
み
て
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う

の
で
す
。
そ
の
心
は
、
「
部
洛
だ
け
が

い
い
目
を
し
て
け
し
か
ら
ん
」
と
い

う
形
で
表
面
に
出
て
く
る
と
と
も
に
、

新
し
い
差
別
を
生
ん
で
い
く
と
い
う

恐
ろ
し
い
結
果
を
引
き
お
こ
し
て
い

ま
す
。

本
当
は
、
部
落
を
引
き
ず
り
落
と

し
て
自
分
が
優
位
に
立
つ
と
い
う
の

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
不

関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
お
聞

き
す
る
惣
絞
会
。

五
全
国
の
高
校
生
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
入

選
作
品
の
発
表
と
表
彰
。

六
そ
の
他
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主

婦
、
児
童
、
生
徒
な
ど
を
対
象
と

し
た

「
粗
税
教
室
」
を
開
催
し
た

り、

一
般
納
税
者
を
対
象
と
し
た

税
金
に
対
す
る
説
明
会
や
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

温
州
み
か
ん

-
樹
上
選
果

本
年
は
結
果
過
多
に
加
え
、
夏
期

八

・
五
 

の
乾
燥
に
よ
り
盟
作
、
小
玉
化
傾
向

・
�
 

例

有

機

化

成
 

で
す
。
早
生
混
州
で
も
出
荷
量
の
五


十
行
が
�
 以
下
で
、
普
通
温
州
に
お


い
て
も
小
玉
化
が
予
想
さ
れ
、
�
 
以


上
と
�
 以
下
の
価
指
差
が
大
き
く
つ

八

・
�
 

例
か
つ
ら
み
か
ん
配


く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。


今
ま
で
も
摘
果
は
実
施
さ
れ
て
い


る
と
思
い
ま
す
が
、
収
機
の
直
前
ま


で
樹
上
選
巣
に
心
が
け
、
秀
口
問
、
大


玉
生
産
を
し
て
く
だ
さ
い
。


-

施

肥

早
生
温
州

S
S

M

O

J

(

O

J

(

..， 

6 

4 

hv
経
費
ー
で
す

税
金
は
柱
会
共
通
の


満
を
解
消
し
、
と
も
に
向
上
し
て
い

く
と
い
う
姿
勢
を
持
た
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
活
は
自
分
で
守
り
、

住
民
運
動
や
市
民
運
動
を
織
り
上
げ

て
い
く
な
ど
、
向
上
の
意
欲
と
方
法

を
知

っ
て

い
る
人
々
に
は
、
ね
た
み

の
意
識
な
ど
は
起
こ
っ
て
こ
な
い
の
�
 ‘

で
す
。

ヤ
�
 

(同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら
)
一

税
を
知
る
週
間

閣
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

明
②
納
税
者
に
役
立
つ
身
近
な
校

J

知
識
の
普
及
③
税
務
相
談
体
制
の

紹
介
な
ど
に
重
点
を
世
い
た
次
の
よ

う
な
行
事
を
全
国
的
に
幅
広
く
行
い

ま
す
。

一
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

で
税
及
び
財
政
の
現
状
な
ど
の
説

明
と
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に

関
す
る
意
見
な
ど
を
お
聞
き
す
る

座
談
会
の
閥
催
。

二

国

民
一
人
一
人
が
税
の
仕
組
み


や
使
い
道
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、


税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て


い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
デ
パ
ー
ト


な
ど
で
、
税
に
関
す
る
資
料
を
展


示
す
る
「
く
ら
し
と
税
金
展
」
の


開
催
。


三

税
金
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相

J

K

日
月
刊
日
�
 
i
げ
日

四
・
五
�
 

例

J

(

A
鵬
号
、
七
十
五

普
通
温
州

上
旬
�
 N

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

幅
広
い
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
大

切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

税
金
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お

い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
近

な
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ

使
い
道
な
ど
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上

で
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

K
七

号
、
八
十

十
万
混
州

中
旬
�
 
十 J

)

N

、
�
 

J

合
、
百

・
病
害
虫
防
除

腐
敗
防
止
、
着
色
促
進

硫
黄
剤
四
百
倍
加
用
、
ト
ッ
プ
ジ
ン

二
千
倍
、
ま
た
は
ベ
ン
レ

ー
ト
水

和
剤
四
千
倍
液
を
散
布
。

M
採
収
開
始
十
i
二
十
日
前
に
水
和

J
)

七
日
ま
で
を

「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
、
①
税
及
び
財
政
の
現
状
の
説

談
に
応
じ
る
税
務
相
談
所
の
開
設
。

四
国
税
モ
ニ
タ
ー
や
オ
ピ
ニ
オ
ン

上
旬
�
 N
七
・
五
�
 、
�
 六

・
�
 

J

P

O
 

ハ
ダ
ニ
オ
マ
イ
ト
七
百
五
十
倍
。

A
4
 

• 
0 

s 

J
)、

�
 

J

六

・
�
 
、
�
 

P

O

J

3
 六

・
�
 
、

P

O

J

有
機
化
成

A
蜘K

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
税金は社会共通の経費です

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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あ
な
た
も
加
入
し
て
森
林
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。
掛
金
な
ど
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
森
林
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
き
い
。

。
植
林
用
苗
木

申
し
込
み
受
け
付
け
中

な
か
で
も
石
鎚
山
は
四
国
だ
け
で

発
売
の
も
の
で
す
か
ら
、
四
国
以

外
の
か
た
へ
の
年
賀
に
最
適
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

発
売
所

郵
便
局
と
各
切
手
売
り

さ
ば
き
所

O

11月4日から発売

EeJmtW 
お年玉っき

年賀はがき� 

あ
な
た
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森

林
は
、
法
ろ
し
い
災
害
に
対
し
て
備

え
は
万
全
で
す
か
?
タ
バ
コ
の
火

台
風
、
大
雪
な
ど
に
よ
り
、
あ
な
た

が
情
熱
を
も

っ
て
育
て
た
木
は
一
瞬

に
し
て
灰
と
な
り
、
土
に
埋
も
れ
、

木
が
残

っ
た
と
し
て
も
損
害
木
は
安

他
で
取
り
引
き
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
こ
の
よ
う
な
災
害
に
お
そ
わ

れ
た
時
、
そ
の
悲
し
み
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
災
害
地
に
植
林
す
る
賀
用

は
普
通
の
植
林
山
口
以
上
に
か
か
る
も

の
で
す
。
災
害
に
あ
う
前
に
森
林
組

合
が
行

っ
て
い
る
森
林
災
害
共
済
に

加
入
し
て
い
る
と
備
え
は
万
全
で
す
。

火
災
だ
け
で
な
く
風
害
、
水
害
、

雪
害
、
干
答
、
湖
害
、
凍
霜
害
、
噴

火
災
も
対
象
と
な
り
、
災
害
に
応
じ

た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
金

掛
姶
て
の
短
期
共
済
、
満
期
共
済
金

の
つ
い
た
長
期
育
林
共
済
が
あ

η
ま

す
。

来
年
春
、
随
林
を
計
画
さ
れ
て
い

る
か
た
、
た
だ
い
ま
苗
木
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

遅
く
て
も
十
二
月
中
に
は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

植
林
地
が
台
帳
、
現
況
と
も
山
林

で
あ
れ
ば
泣
林
補
助
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
造
林
事
業
届 

(
用
紙
は

組
合
に
あ
り
ま
す 
)
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

森
林
組
合 

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
が
十

一

使
い
わ
け
を

月
四
日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。
枚
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
自
天
井
や
か
も
居
な
ど
高
い
と
こ
ろ

に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

か
ら
始
め
る
の
が
上
手
な
掃
除
の
仕

0
種
類

四
十
円
と
四
十
五
円
の
二
方
で
す
。
高
い
と
こ
ろ
は
ブ
ラ
シ
ノ

種
類
が
あ
り
ま
す
。

ズ
ル
で
、
せ
ま
い
と
こ
ろ
は
、
ス
キ

四
十
五
円
の
も
の
は
寄
付
金
つ
?
ノ
ズ
ル
で 

:
。
そ
れ
ぞ
れ
場
所

き
で
、
美
し
い
絵
入
り
(
紅
梅
、
に
合
わ
せ
て
付
属
ブ
ラ
シ
類
を
フ
ル

嶋
鋭
、
石
鎚
山
の

三時
間
類 

)
で
す
。

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月

一
日
に
は
、
住
宅
需
要
実

る
も
の
で
、
そ
の
他
の
目
的
、
例
、
え

態
調
奈
が
市
町
村
の
ご
協
力
の
も
と

ば
徴
税
な
ど
の
資
料
に
用
い
ら
れ
る

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
は
、
皆
様
の
住
宅
の
住

調
査
を
お
願
い
す
る
ご
家
庭
に
は

ま
わ
れ
方
、
日
ご
ろ
の
お
考
え
な
ど

十

一
月
二
十
四
日
こ
ろ
か
ら
十
二
月

を
お
伺
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
政

七
日
ご
ろ
ま
で
の
間
に
調
査
員
が
お

策
を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と

伺
い
し
て
、
調
査
察
を
お
波
し
し
回

す
る
も
の
で
す
。

収
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

調
査
表
に
記
入
さ
れ
た
こ
と
が
ら

し
ま
す
。

は
統
計
を
作
る
こ
と
だ
け
に
使
わ
れ

徳
島
県
土
木
部
住
宅
課

第
三
回

勝
浦
町
軟
式
テ
ニ
ス
大
会

九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回

勝
浦
町
軟
式
テ
ニ
ス
大
会
は
、

町
内

愛
好
者
三
十
人
が
参
加
し
、
珍
プ
レ

ー
続
出
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

準
々
決
勝
か
ら
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

準 

決
勝

桑
村

・

登
木

・
信
政

3

2

上
野

・
敏
鎌

石
倉

・

準
決
勝

決
勝

優

勝

準
優
勝

h
T

陽
地
3
|
O
柳
津
・
広
井

横
田
3
|
O
商
浜
・
山
田

出
業

・
谷
口 
3
1
1
山
西

・
鈴
木

登
木

・
信
政 
3

1
1
桑
村
・
横
田

出
禁

・
谷
口 
3
1
2
石
倉
・
陽
地

出
禁

・
谷
口 
3 

0
登
木

・
信
政

出
禁

・
谷
口
チ
ー
ム

登
木
・
信
政
チ 

ム
l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
森林災害に備えて

MUS04
テキストボックス
郵便局だよりお年玉つき年賀はがき11月4日から発売四電だより付属ブラシ類は使いわけを
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新
涼
の
水
を
み
た
せ
る
豆
腐
術

見
る
だ
け
で
出
て
来
た
唐
に
雨
宿
り

坂

本

畠

田

久

恵

停
っ
て
る
時
計
と
知
ら
ず
飯
に
す
る

酒
量
減
る
優
し
き
夫
の
白
髪
染
む

坂

本

た

に

ふ

じ

、

ぇ

熱
幣
夜
涼
し
く
な
れ
ば
語
り
草

雨
音
を
聞
け
ば
疲
れ
が
出
る
股
衣

坂

本

日

浦

翠

峰

名
残
り
汗
わ
が
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

運
動
会
走
れ
る
孫
に
気
負
い
す
ぎ

北
の
島
岡
市
れ
祖
国
は
秋
に
な
る

坂

本

谷

富

士

あ
ん
ま
り
の
美
声
に
受
話
器
う
ろ
た

え
る

国
松
田
貞
雄
プ
ニ
男

千
恵
子
」

瀬

甫

坂

光

己
'fJ

美
津
子
」
士
一男

光

@
ご
結
婚
お
め
で
と
う

戸
籍
の
慾

9
月
刊
日 
j

刊
月
日
日

お
誕
生
お
め
℃
と
う

る神
様
が
恵
ん
で
く
れ
た
子
が
背
き

泊

江

大

阿

梅

子

泣
き
面
に
峰
か
峰
崎
蝉
テ
ロ
に
会
う

良
い
と
言
、
え
ば
一豆
乳
ば
か
り
杢
に
す

るペ
テ
ン
師
は
蔭
で
涼
し
い
顔
で
お
り

横

瀬

稼

勢

都

品

昂

軽
四
を
せ
か
せ
ダ
ン
プ
が
つ
い
て
来

る

徽

瀬

中

四

万

里

応
募
は
が
き
ね
ず
み
曳
き
し
か
見
当

た
ら
ず

秋
鮎
を
描
い
た
つ
も
り
が
鯉
に
見
、
ぇ

棚

野

太

田

正

平

夕
焼
に
あ
し
た
へ
つ
づ
く
荷
を
背
負

、
叶 

J陽
の
匂
う
布
団
に
今
日
を
い
た
わ
ら

れ

生

名

丸

山

香

月

両
親
の
見
栄
が
つ
ま
っ
て
い
る
餓
笥

約
束
や
っ
と
果
し
た
旅
疲
れ

何
か
あ
る
ら
し
い
好
意
、
ぇ
身
が
ま
え

の次 送出
ゼロ町 り !，J; 
3:1eJ:内先 1eJ:
す IJ~荏包
。句(主嫁勝 月
ふ、の努涌七:
る そ ガ 広 司 三 日
つの疋夫=句ま
て次に二渓ハで
ご� 1"限 雀 刀 に
!宣短り e キ ・
句~ままで
くとl'Jで
だ交
さ It 
L川こ

黒

岩

岸
野
照
宮
(
臼
歳
)

槻

野

平
岡
サ
ヨ
ノ
(
回
議
)

中

山

北
内
フ
サ
ノ
(
花
歳
)

与
川
内

東
山
開
岩
太
郎
(
回
歳 
)

善

意
あ
り
が
と
う

正
ざ
い
ま
し
た 

9
月
刊
日 
i
叩
月
刊
日

中

尾

司

さ

ん

(

坂

本 

)


林

忠

三

さ

ん

(

坂

本 

)


倉

橋

究

さ

ん

(

久

国

)


匿

名

(

棚

野

)

時

間

午

後

一

時

三

十

分 

午
後


匿

名

(

横

瀬

)


以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀
行


に
普
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か


ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

l

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

十

一
月
八
日
(
火
)

十
一
月
二
十
二
日
(
火
)

習
字
学
級

f

政

枝

裕

剖市
什笠
美
千
子

吉
田

利
治

機
井
幸
子

古

田

豊

小
松
島
市

f

松
村
千
代
美

増
田
孝
作

演
田
真
智
子

「
徳
島
市

繊

瀬

時

間

午

後

七

時 
1
午
後
九
時

ヘ
小
松
烏
市

久

国

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

f

十
一
月
七
日
(
月
)

「

生

名 

山
中
内� 

賢
笑
子
」
一
長

女

梨

愛

藤

雄

二

墨
絵
学
級

時
間
午
後
七
時
三
十
分 

午
後

短
歌
学
級

i

十
一
月
十
七
日
(
木
)

「

中

角

d

富
賞
子
、

花

棚

信

二

一
二
女
目

み
ゆ
き
」

一長

男

佳

/
徳
島
市

九
時
三
十
分

子也平 亮

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

十
一
月
十
二
日
(
土
)

谷
岡
国
一
位
)
長
男
卓

山
野
上

野
山
下 

J

武
典

政
代
」
一一
長
男
大

呆
恵
/

4
1
一長

男

修

十
子
」

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

久坂�  J反坂

国本本本

中

尾

利

子

(
九
歳
)

林

栄

一
(
刀
歳
)

美
馬
マ
サ
ノ
(
河
歳
)

倉
僑
コ
サ
ダ
(
河
歳
)

五
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図

場
所

室

(敏籾l略〉

横 久

要-
明

H

一飼い犬は 有ミ� 

必ずつないでくださいー用
犬点 11月� 2日休) 賀

11月16日(水)主� 

成犬� 300円 けf

日

11月定例j山配ごと相談

日時� 11月4日(剣…人権，行政関係

11月18日幽…厚生，干酎止関係

午前� 10時~午後� 3時

場所住民福祉センター� 2階

教室相号氷室同 白沢

※相談日 毎週月・水・金曜日� 

午前9時一午後� 5時

※電 話� 2 -2511番

※相談員社会教育指導員

相原亨小犬� 100円

孝 絵

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る
も

っ
と
も
悪
性
の
か
ぜ
で
、
伝
染
力
が

強
く
、
症
状
の
激
し
い
の
が
特
徴
で

す
。
流
行
を
お
さ
え
る
た
め
に
は
多

く
の
か
た
が
接
砲
を
受
け
る
こ
と
で

月 日� I時 間 場 所� 

11月7日

(月) 
午後� l時30分

-3時
坂本小学校

II月9日� 

b榊

午後�  1時30分
-21侍30分� 

午後 3時

-4時� 

生名センター� 

与川内事業所� 

II月10日

{村 

午後 2時

-3時30分� 
農村婦人の家

II月15日

(刈 

午後 2時� 

-3時30分� 
t召 江 保 育 所

11月22日
(刈 

午後�  l時30分
-3I1寺

勝浦町!災協
(倉庫 ・2 li皆) 

II月24日

(村 

午後� 1時30分
-3時� 

星谷公会堂

11月30日

(村 

午後�  11時30分
-3時

住民信祉

センター�  

防
と
異
常
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
大
切
な
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
受
診
し

百
とと

ニ
ろ

て
く
だ
さ
い
。

と

き

と
ニ
ろ

骸
当
児

十
一
月
二
日
(
水
)

十
一
月
二
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
歳 

四
歳
未
満
の
子
で

i

午
前
十
一
時 

十
一
時
三

i

骸
当
児

接
種
方
法

接
種
料

十
分
受
付

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
一

日
1
五
十
八
年
十
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児

金

無
料

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

第
一
期
は
一
か
月
ご
と

に
三
因
。
第
二
期
は
、
三
回

終
了
後
十
二
か
月 
1
十
八
か

※ 料� 

月
後
に
一
回
接
穂
。

無
料

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

十
一
月
十
八
日

(
金
)

午
後
一
時 

二
時
受
付

i

と ※ 

と

き

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー 

き

歳

と
こ
ろ

内

容

身
長

・
体
箆
測
定 

骸
当
者

O

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
〈

だ
さ
い
。

股
関
節
脱
臼
検
診

こ
の
検
診
は
、
股
関
節
脱
臼
の
予

夜間救急 当番表

健六
康か

診月

査児

問
診 

OO

十
一
月
十
一
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
七
年
三
月
一
日 

内
科

・
歯
科
検
診 

指
導

す
。
ぜ
ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

と
こ
ろ

三
歳 
1
五
歳

六
歳 
1
十
二
歳

十
三
歳
以
上

核
当
児 

O横
小
・
坂
小
校
区
の
子

l

二
百
円

二
百
五
十
円

五
月
三
十
一
日
ま
で
に

三
百
五
十
円

※

母

子
手
帳
と
問
診
察
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

生
ま
れ
た
児

問
診
察
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

三
歳
児
健
康
診
査

心
身
と
も
に
発
達
の
は
げ
し
い
こ

の
時
期
に
総
合
的
抽
出
診
を
行
い
、
異

常
の
早
期
発
見
に
努
め
る
も
の
で
す
の

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

十
一
月
四
日
(
金
)i

午
後
一
時
三
十
分 

三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
八
年
六
月
一
日

1
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
児

インフル工ンザ予防接種目程表

き 破日
傷 咳
風・
二二 ン〆

予種フ
防混テ
接合リ
種ア

※ 

農村婦人の家て"lTわれた 3歳児健康診査

11月2日 湯浅匿 院 �  

電話番号

勝浦病院� 

2-2555 

山西豆院� 

2-3027 

湯浅医院� 

2-2003 

赤岩医院

2-2006 

上勝話療所� 
6-0302 

上勝第2診療所� 
5-0152 

4巳 勝浦病 院

⑤日 赤岩医 院

8日 勝浦病 院 �  

10日 上勝~~療所

12日 勝浦病 院 �  

14日 山西医院

16日 上勝第2診療所� 

18日 湯浅医 院

@日 勝浦病 院 �  

22日 赤岩医 院

24日 勝浦病 院 �  

26日 上勝彦療 所

28日 山西医院�  

30日 勝浦病 院

、、-

平日午後6跨~翌弱午前9弱 体日午後7時~翌朝午前9筒
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